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　市内各地区の神社で２月１日、恒例の厄払い行事が

行われました。このうち、鷹巣神社で厄払いを祈願し

た33歳の女性40人は、にぎわいづくりに一役買おうと、

黒留袖に丸髷姿で鷹巣駅前の目抜き通りを行進し、商

店や道行く人たちから注目を浴びていました。

商店街をゆく
古式ゆかしい艶姿
商店街をゆく
古式ゆかしい艶姿 まるまげ

あですが た

～33歳厄払い祈願の女性たち～



生活習慣病予防・すこやか健康講座から 生
活
習
慣
の
見
直
し
を

生
活
習
慣
の
見
直
し
を

平
成
23
年
度
す
こ
や
か
健
康
講
座
か
ら

　　　
講
師
の
加
賀
谷
歯
科
医
院
の
加
賀
谷

保
院
長
は
「
25
歳
以
上
の
８
割
の
人
が

歯
ぐ
き
に
異
常
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
歯
を
失
う
一
番
の
原

因
は
歯
周
病
（
歯
槽
膿
漏
）
で
す
。
歯

周
病
は
、
歯
を
支
え
て
い
る
周
囲
の
組

織
の
病
気
で
す
。
成
人
の
半
分
以
上
の

人
が
歯
周
病
を
有
し
て
い
て
、
40
歳
以

上
の
人
の
歯
を
失
う
原
因
の
80
％
が
歯

周
病
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
」
な
ど
と
、

歯
周
病
の
現
状
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な

が
ら
説
明
。
ま
た
、
歯
を
家
、
歯
周
組

織
を
家
の
土
台
と
し
て
例
え
、
家
が
壊

れ
る
の
が
虫
歯
で
、
土
台
が
崩
れ
て
い

く
の
が
歯
周
病
な
ど
と
わ
か
り
や
く
す

説
明
し
ま
し
た
。

　
歯
周
病
の
一
番

の
原
因
は
、
歯
垢

（
し
こ
う
＝
プ
ラ
ー

ク
）
で
、
そ
の
正

体
は
何
種
類
も
の

細
菌
の
か
た
ま
り
。

歯
垢
１
㎎
に
は
１

億
個
以
上
の
細
菌
が
存
在
し
て
、
細
菌

は
、
歯
と
歯
周
組
織
の
す
き
間
で
あ
る

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
に
侵
入
し
、
細
菌
が
出

す
毒
素
や
酵
素
で
歯
周
組
織
を
溶
か
し

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
深
く
し
、
歯
を
支
え

て
い
る
骨
も
溶
か
し
て
し
ま
い
、
更
に

歯
周
病
が
進
む
と
歯
は
抜
け
落
ち
る
。

歯
周
病
を
発
生
さ
せ
る
他
の
要
因
と
し

て
、
肥
満
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
、
遺
伝
、

糖
尿
病
な
ど
の
持
病
、
噛
み
合
わ
せ
、

不
適
合
な
冠
や
つ
め
も
の
な
ど
が
原
因

に
な
る
場
合
も
あ
る
と
説
明
し
ま
し

た
。

　
次
に
、
歯
周
病
が
全
身
の
様
々
な
病

気
に
関
わ
っ
て
い
る
事
に
つ
い
て
、
細

菌
の
入
っ
た
食
べ
物
や
唾
液
が
誤
っ
て

気
管
に
入
り
肺
炎
を
起
こ
す
「
誤
嚥
性

肺
炎
（
ご
え
ん
せ
い
は
い
え
ん
）」
も

歯
周
病
菌
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
紹

介
。
65
歳
以
上
の
主
な
死
因
別
死
原
因

管
（
冠
動
脈
）
で
起
こ
る
と
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
歯

周
病
は
心
臓
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
歯
周
病
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
病
気
は
、
動
脈
硬
化
が
頭
で
起

き
る
脳
梗
塞
や
認
知
症
、
腎
炎
、
高
脂

血
症
、骨
粗
し
ょ
う
症
、敗
血
症
、早
産
、

低
体
重
児
出
産
な
ど
が
あ
り
、
歯
周
病

は
全
身
の
重
篤
な
病
気
に
影
響
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
糖
尿

病
が
あ
る
と
免
疫
力
が
落
ち
る
の
で
、

歯
周
病
を
悪
化
さ
せ
る
と
言
わ
れ
、
逆

に
歯
周
病
に
よ
る
慢
性
的
な
炎
症
が
あ

る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
さ
ま
た

げ
高
血
糖
に
つ
な
が
り
、
糖
尿
病
が
治

り
に
く
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

歯
周
病
の
治
療
を
す
る
と
血
糖
値
が
下

が
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
歯
周
病
は
万
病
の
も
と

　
最
後
に
「
歯
周
病
は
万
病
の
も
と
。

歯
周
病
を
予
防
す
れ
ば
重
篤
な
病
気
の

発
症
や
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
歯
周
病
予
防
の
重
要
性
を
強
調

し
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
大
事
に

す
る
た
め
▽
規
則
正
し
い
生
活
と
食
習

慣
▽
し
っ
か
り
と
正
し
い
歯
み
が
き
▽

定
期
的
な
歯
科
健
康
診
断
の
３
つ
の
歯

周
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
た
ほ

か
、
治
療
方
法
や
噛
む
こ
と
の
効
用
な

ど
事
例
を
紹
介
し
、
歯
周
病
予
防
の
重

要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
講
師
の
北
秋
田
市
鷹
巣
出
身
で
秋
田

大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
二
内
科
の
小

坂
俊
光
先
生
は
「
血
圧
は
上
が
っ
て
も

体
は
な
に
も
警
告
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

血
圧
が
上
が
る
か
ら
肩
が
こ
る
、
頭
が

痛
く
な
る
の
で
は
な
く
、
何
か
の
理
由

で
肩
こ
り
が
あ
り
、
何
か
の
理
由
で
頭

が
痛
く
な
り
、
そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
に

な
っ
て
血
圧
が
上
が
る
の
が
順
番
。
本

来
血
圧
が
２
０
０
あ
ろ
う
が
２
５
０
あ

ろ
う
が
症
状
が
な
い
の
に
、
あ
る
日
突

然
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
糖
尿
病
も

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
く
て
も
症
状
が

な
い
。
症
状
が
な
い
の
に
突
然
く
る
の

が
生
活
習
慣
病
の
怖
い
と
こ
ろ
で
す
」

と
話
し
、
高
血
圧
症
や
動
脈
硬
化
に
つ

い
て
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
使
っ
て
説
明
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
治
療
法
が
な
か
っ
た
頃

の
話
で
は
、
リ
ン
ゴ
を
い
っ
ぱ
い
食
べ

る
と
血
圧
が
下
が

る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
た
の

が
今
か
ら
約
60
年

前
の
こ
と
。
そ
れ

ま
で
は
カ
リ
ウ
ム

を
摂
る
と
食
塩
も

摂
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

た
が
、
疫
学
的
研
究
が
さ
か
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、「
カ
リ
ウ
ム
摂
取

は
食
塩
の
害
を
打
ち
消
す
」
と
い
う
考

え
方
が
一
般
的
に
な
り
、
尿
中
の
塩
分

の
量
、
カ
リ
ウ
ム
の
量
が
非
常
に
よ
く

血
圧
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
高
血
圧
の
し
く
み
と
し
て
、

血
圧
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
血
管
の
中
を
流

れ
る
て
い
る
血
液
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

量
）
と
動
脈
硬
化
（
血
管
の
径
）
と
関

連
し
て
い
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
量
が
多

く
て
血
管
が
狭
け
れ
ば
血
圧
は
上
が
り

ま
す
。
血
圧
に
は
数
字
が
２
つ
あ
り
、

上
の
血
圧
は
心
臓
が
縮
ん
だ
時
に
心
臓

か
ら
血
液
が
送
り
出
さ
れ
、
動
脈
の
壁

を
押
し
広
げ
る
時
の
血
圧
（
収
縮
期
血

圧
）、
下
の
血
圧
は
心
臓
が
も
と
に
も

ど
り
一
番
拡
張
し
た
時
の
血
圧
（
拡
張

期
血
圧
）
で
す
。
年
を
取
る
と
上
の
血

圧
は
上
が
っ
て
い
き
、
下
の
血
圧
は
60

歳
を
過
ぎ
る
と
下
が
っ
て
い
く
。
血
管

が
硬
く
な
っ
て
い
き
、
上
と
下
の
差
が

大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は
よ
く
な
い

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
高
血
圧
症
の
90
％
は
原
因
が
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
が
、
体
質
、
遺
伝
、
環

境
な
ど
い
ろ
ん
な
も
の
が
合
わ
さ
っ
て

い
る
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
病

院
な
ど
外
来
で
は
正
常
だ
が
家
で
測
る

と
高
い
「
仮
面
高
血
圧
」
は
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
庭
で
の
測

定
を
勧
め
ま
し
た
。

　
次
に
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
病
気

は
進
む
（
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
）
の
で
、

血
圧
の
治
療
は
血
圧
の
数
字
を
下
げ
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
病
気
に
な
る

前
に
予
防
す
る
こ
と
が
目
的
と
、
高
血

圧
が
も
た
ら
す
怖
い
「
血
管
病
」
の
脳

血
管
疾
患（
脳
卒
中
）、冠
動
脈
疾
患（
虚

血
性
心
疾
患
）、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、

動
脈
瘤
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
塩
分
を
減
ら
し
て
運
動
を

　
最
後
に
小
坂
先
生
は
予
防
と
し
て
、

塩
分
を
減
ら
す
こ
と
や
運
動
療
法
と
し

て
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
紹
介
し
な
が

ら
、
血
圧
を
正
常
に
保
ち
、
健
康
な
生

活
を
送
る
た
め
に
▽
喫
煙
を
し
な
い
▽

飲
酒
は
適
度
に
す
る
か
、
全
く
し
な
い

▽
定
期
的
な
運
動
▽
適
正
体
重
を
保
つ

▽
７
な
い
し
８
時
間
の
睡
眠
▽
毎
日
朝

食
を
と
る
▽
不
必
要
な
間
食
を
し
な
い

（
ブ
レ
ス
ロ
ー
の
７
つ
の
健
康
習
慣
）

を
勧
め
ま
し
た
。

　
市
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
、
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
専

門
家
に
よ
る
講
演
を
聴
く
「
す
こ
や
か
健
康
講
座
」
が
今
年
度
も
５
回
行

わ
れ
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
１
月
25
日
と
２
月
６
日
開
催
の
「
歯
周
病
」
と
「
高
血
圧
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

歯
周
病　
え
？ 

こ
の
病
気

　
　
　
　

 　

 

歯
が
原
因
？

（
内
閣
府
＝
平
成
23
年
度
版
高
齢
社
会

白
書
）
で
は
、
肺
炎
の
16
％
は
、
悪
性

腫
瘍
の
40
％
、
心
疾
患
の
23
％
に
次
い

で
多
く
、
肺
炎
の
中
で
も
多
く
は
誤
嚥

性
肺
炎
が
原
因
と
言
わ
れ
、
口
の
中
を

き
れ
い
に
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
肺
炎
は

防
げ
る
可
能
性
が
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
歯
周
病
が
関
わ
る
病
気
の

中
に
は
、
細
菌
性
心
内
膜
炎
と
い
う
も

の
も
あ
り
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
細

菌
が
炎
症
を
起
こ
す
と
歯
ぐ
き
の
血
管

が
拡
張
し
、
口
の
中
の
細
菌
が
血
管
の

中
に
入
り
込
み
、
静
脈
を
通
っ
て
細
菌

が
心
臓
の
内
側
の
膜
に
付
い
て
発
症
す

る
病
気
で
、
心
臓
か
ら
細
菌
が
動
脈
を

通
っ
て
全
身
に
回
り
、
様
々
な
病
気
の

原
因
に
な
る
こ
と
や
、
動
脈
硬
化
を
起

こ
し
た
血
管
か
ら
歯
周
病
菌
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
動
脈
硬
化
が
心
臓
の
血

▲高血圧のしくみを説明
する講師の小坂先生

▲歯周病に関わる病気を説
明する講師の加賀谷先生

知
っ
て
お
き
た
い
高
血
圧
の

し
く
み
と
動
脈
硬
化

広報きたあきた　2012.　3.　13 2広報きたあきた　2012.　3.　1



　市職員の給与等の実態について、平成２３年４月１日現在で行われた「地方公務員給与実態調査」
に基づいてお知らせします。
　なお、同調査結果については、現在、総務省で確認作業を行っています。確認後の結果については、
３月中に市ホームページに掲載のうえ公表する予定です。
　市職員の給与は、人事院の給与勧告及び国や他の団体との均衡を考慮しながら市議会の審議を経
て条例で定めています。

職員の給与・定員管理について
公表します‥‥「公務員給与実態調査から」

 36，968

23，493，179

312，359

4，269，439

18．2

人　

千円

千円

千円

％　

※人件費は、特別職に支給される給与、報酬等を含みます
人　件　費
人件費以外

●人件費の状況（平成22年度普通会計決算）

192億2374万円

42億6943万9千円
　住民基本台帳人口

　歳　　出　　額　　Ａ

　実　質　収　支

　人　　件　　費　　Ｂ

人件費率（Ｂ／Ａ）　　   22年度

●職員給与費の状況（平成23年度一般会計当初予算） ※特別会計職員を除く一般職員

給　　　　与　　　　費
職 員 数

給　　　料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計

一人当たり
給　与　費
（Ｂ／Ａ）ＢＡ

人
463

千円
1，768，871

千円
 324，121

千円
654，340

千円
2，747，332

千円
5，934

●経験年数別・学歴別平均給料月額（平成23年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

●平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況（平成23年４月１日現在）
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
円

    329，057
　　　　　　円
 380，208 44歳8ヵ月

　　　　　　円
  314，982

　　　　　　円
331，844

（北秋田市職員）
55歳0ヵ月

※平均給与月額には、扶養手当、住居手当、通勤手当等が含まれます

●初任給の状況（平成23年４月１日現在）
区　　　分 大　学　卒 高　校　卒

一般行政職 　　　　　　　円
172，200

　　　　　　　円
140，100 ※初任給は、国と同基準です

●定員の状況・部門別職員数（各年４月１日現在）

区　　　分 職　員　数 対前年
増減数部　　　門 Ｈ23Ｈ22

●一般行政職の級別職員数（平成23年４月１日現在）

●一般職 期末・勤勉支給割合（平成23年度)

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計

一

般

行

政

部

門

特別行政部門（教育）
（消防）

普 通 会 計　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

会
計
部
門

公
営
企
業
等

合　　　　　　計
※教育長を含み、臨時職員等含まず

5
88
27
84
40
0
23
11
22
300
70
96
466
31
14
7
19
71
537

0
1
0

△ 2
　  △ 3

0
 1

△ 1
0

△ 4
△19
 1

△22
13
1
0
0
14
△ 8

5
87
27
86
43
0
22
12
22
304
89
95
488
18
13
7
19
57
545

税務職・保健職・企業職・技能労務職・
福祉職・教育職・医療職を除きます。

標準的な
職務内容 構成比職員数

合　　　　計

区 分

4．86
10．42
30．21
24．65
18．06
8．68
3．12

100．00

14
30
87
71
52
25
　9
288

主　　事
主　　任
主　　査
副 主 幹
主　　幹
課　　長
部　　長

１ 級
２ 級
３ 級
４ 級
５ 級
６ 級
７ 級

【扶養手当】
　・配偶者
　・その他
　・特定扶養の加算額
　・配偶者のない１人目

【住居手当】
　・借　家
　
【通勤手当】
　・交通機関利用
　・交通用具（自動車等）

13，000円
6，500円
5，000円
11，000円

最高27，000円

最高55，000円
最高24，500円

●扶養手当・住居手当・通勤手当

※各種手当ては、国の支給割合と同じです

区　分
　６月期
１２月期
合　計

期 末 手 当
1．200 月分
1．375 月分
2．575 月分

勤 勉 手 当
0．675 月分
0．675 月分
1．350 月分

●特別職の報酬額等の状況
区　分
市　長
副市長
教育長

議　長
副議長
議　員

847，000 円
624，000 円
552，000 円

266，000 円
244，000 円
232，000 円

給料・報酬(月額) 期 末 手 当
6月期 1.375月分
12月期 1.550月分
合　計 2.925月分

経験年数15～20年未満経験年数10～15年未満経験年数７～10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

区　　　　　分

226，200

195，900

268，900

225，000

305，000

276，100

※住民基本台帳人口は、平成23年3月31日現在です
※実質収支は、形式収支（歳入－歳出）から翌年度に繰り越
　すべき財源を控除した決算額です

6月期 1.200月分
12月期 1.350月分
合　計 2.550月分

（教育長）

※教育長には、勤勉手当も支給（支給割合は一般職と同じ）

192億2374万円

42億6943万9千円

人 ％
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北秋田WATOGA協同組合／市長ダイアリー

　
北
秋
田
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ
協
同
組
合
の
篠

原
康
夫
代
表
理
事
ら
が
２
月
10
日
、
市
役

所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
中
小
企
業
地
域

資
源
活
用
促
進
法
に
基
づ
く
地
域
産
業
資

源
活
用
事
業
計
画
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
今
回
同
組
合
が
認
定
を
受
け
た
の
は
、

地
域
資
源
「
珪
藻
土
」
と
地
域
で
培
わ
れ

て
き
た「
縫
製
技
術
」と
の
連
携
に
よ
る「
珪

藻
土
ア
イ
テ
ム
」
の
開
発
と
販
売
事
業
。

北
秋
田
市
で
同
法
に
よ
る
認
定
事
業
は
初

め
て
で
、
２
月
３
日
に
経
済
産
業
省
東
北

経
済
産
業
局
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
昨
年
５
月
か
ら
北
秋
田
市

の
地
域
資
源
で
あ
る
「
珪
藻
土
」
の
特
徴

で
あ
る
「
吸
水
性
」
を
活
用
し
た
冷
却
タ

オ
ル
、「
断
熱
性
」
や
「
保
温
性
」
を
活

用
し
た
保
温
マ
フ
ラ
ー
な
ど
の
試
作
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
な
が
ら
改
良
し

て
商
品
化
及
び
販
売
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
報
告
に
訪
れ
た
の
は
、
同
組
合
の
篠
原

代
表
理
事
と
鈴
木
和
浩
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
。

珪
藻
土
を
使
っ
た
こ
れ
ま
で
の
試
作
品
や

今
後
の
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し
な
が

ら
、
篠
原
代
表
は
「
地
元
の
人
が
使
わ
な

い
も
の
を
全
国
の
人
が
使
う
わ
け
が
な
い

の
で
、
地
元
か
ら
盛
り
上
げ
、
そ
れ
か
ら

全
国
展
開
を
考
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
て
津
谷
市
長
は
「
地
域
資

源
を
使
っ
て
、
も
っ
て
い
る
技
術
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
た
事
業
が
認
め
ら
れ
、
地

域
の
活
性
化
の
弾
み
に
な
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
。
夢
が
広
が
る
展
開
に
な
り
そ
う
な

の
で
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
後
押
し
を

し
た
い
」な
ど
と
今
後
に
期
待
し
ま
し
た
。

　
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者
は
、
専
門

家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
ほ
か
、
試

作
品
開
発
や
販
路
開
拓
に
対
す
る
補
助

金
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例
、
政

府
系
金
融
機
関
に
よ
る
低
利
融
資
な
ど
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

北
秋
田
W
A
T
O
G
A
協
同
組
合

（ 

ワ  　
　

ト　
　
　

ガ 

）

「
珪
藻
土
」
を
活
用
し
た
事
業
計
画
が
認
定

◇
1
月
16
日
〜
2
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

市議会第５回臨時会（議事堂）市議会第５回臨時会（議事堂）市議会第５回臨時会（議事堂）

　
第
49
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
に
出

場
し
た
市
内
中
学
校
の
選
手
ら
が
２
月
14

日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
大
会

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
訪
れ
た
の
は
、
同
大
会
に
出
場
し
た
木

村
壮
志
さ
ん
（
合
川
中
３
年
）、
藤
田
菜
々

瀬
さ
ん
（
同
２
年
）、
土
農
塚
世
奈
さ
ん

（
同
）、
戸
嶋
旭
さ
ん
（
阿
仁
中
３
年
）、

佐
藤
葵
さ
ん
（
同
２
年
）、
佐
藤
大
星
さ

ん
（
鷹
巣
中
２
年
）
の
６
選
手
と
引
率
の

先
生
３
人
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
先
に
行
わ
れ
た
秋

田
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
や
東
北
中
学
校

ス
キ
ー
競
技
大
会
で
も
上
位
に
入
賞
す
る

な
ど
活
躍
し
、
今
回
出
場
し
た
全
国
大
会

で
も
上
位
入
賞
を
果
た
し
健
闘
し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

は
、
２
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
北
海
道
中

川
郡
音
威
子
府
村（
お
と
い
ね
っ
ぷ
む
ら
）

の
音
威
子
府
チ
セ
ネ
シ
リ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
男
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
で
は
木
村
壮
志

さ
ん
が
３
位
、
女
子
３
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
で

は
佐
藤
葵
さ
ん
が
４
位
、
同
じ
く
藤
田

菜
々
瀬
さ
ん
が
６
位
と
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。ま
た
、女
子
リ
レ
ー（
３
㎞
×
４
人
）

で
は
、
北
秋
田
市
か
ら
藤
田
菜
々
瀬
さ
ん
、

佐
藤
葵
さ
ん
、
土
農
塚
世
奈
さ
ん
の
３
人

が
出
場
し
た
秋
田
県
チ
ー
ム
が
６
位
入
賞
。

同
じ
く
男
子
リ
レ
ー（
５
㎞
×
４
人
）で
は
、

木
村
壮
志
さ
ん
、
戸
嶋
旭
さ
ん
、
佐
藤
大

星
さ
ん
の
３
人
が
出
場
し
て
７
位
入
賞
と

健
闘
し
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
津
谷
市
長
は
「
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
の
入
賞
お
め
で
と
う
。
冬

は
雪
の
影
響
や
除
雪
で
く
た
び
れ
て
し
ま

い
話
題
が
暗
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
皆
さ

ん
の
活
躍
は
我
々
市
民
に
元
気
を
与
え
て

く
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
や
勉
強

に
打
ち
込
み
、
周
り
の
人
に
元
気
を
与
え

て
く
れ
る
中
学
生
、
高
校
生
に
な
っ
て
ほ

し
い
。皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

な
ど
と
選
手
の
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
結
果
報
告

市
内
の
中
学
生
が
ス
キ
ー
全
国
大
会
で
活
躍

　
平
成
23
年
度
第
１
回
合
川
公
民
館
「
ろ

ば
た
講
座
」
が
１
月
31
日
、
合
川
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
参
加
者
約

50
人
が
講
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
ろ
ば
た
講
座
は
、「
明
日
に
向
け
た
社

会
学
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
52
年
か
ら
合
川
公
民
館
が
開
催
し
て
い

る
市
民
講
座
。
今
回
は
、「
内
陸
線
に
込
め

る
思
い
を
語
る
〜
走
れ
内
陸
線
・
い
つ
ま

で
も
〜
」
と
題
し
て
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
株
式
会
社
の
酒
井
一
郎
代
表
取
締
役
社

長
が
内
陸
線
に
つ
い
て
講
話
を
し
ま
し
た
。

　
講
話
で
酒
井
氏
は
、
赤
字
が
続
く
豊
田

そ
ご
う
存
続
の
道
を
店
長
と
し
て
探
っ
た

経
験
や
、
内
陸
線
の
社
長
公
募
に
応
募
し

た
き
っ
か
け
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
内

陸
線
に
つ
い
て
「
観
光
客
を
集
客
し
内
陸

線
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
赤
字
年
間
２
億
円

以
内
の
目
標
を
達
成
し
た
い
。
乗
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
そ
れ
な
り
の
仕
掛
け
が
必

要
。
今
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で

観
光
客
の
皆
さ
ん
は
内
陸
線
に
乗
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
が
、
採
算
ベ
ー
ス
に
は
ま
だ

ま
だ
足
り
な
い
の
で
、
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン

ト
を
打
ち
出
し
て
観
光
客
が
乗
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
鉄
道
に
し
て
い
き
た
い
。
簡
単

な
言
葉
で
言
う
と
、
用
事
も
な
い
の
に
乗

る
内
陸
線
、
そ
れ
は
乗
っ
て
楽
し
い
内
陸

線
だ
か
ら
と
観
光
客
の
皆
さ
ん
か
ら
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど
と
思

い
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
お
金
も
な

い
内
陸
線
で
す
の
で
、
知
恵
を
使
っ
て
勝

負
し
て
い
き
た
い
。
沿
線
住
民
の
皆
さ
ん

も
、こ
ん
な
面
白
い
企
画
が
あ
る
だ
と
か
、

こ
ん
な
事
を
や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
と
い

う
ア
イ
デ
ィ
ア
や
ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
者
に

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
ト
ー
ク
タ
イ
ム
が
行
わ
れ
、

北
秋
田
市
内
陸
線
再
生
支
援
室
の
佐
藤
廣
道

交
通
政
策
監
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
参
加

者
と
酒
井
氏
が
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
第
1
回
合
川
公
民
館
「
ろ
ば
た
講
座
」

内
陸
線
酒
井
新
社
長
の
思
い
を
聞
く

1
月
17
日（
火
）▽
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会（
本
庁
舎
）

18
日（
水
）▽
秋
田
県・県
内
市
町
村
と
首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）

19
日（
木
）▽
北
秋
田
市
企
業
立
地
協
力
推
進
委
員
懇
談
会（
東
京
都
）▽
在
京
秋
田
県

人
会
新
春
交
歓
会（
東
京
都
）

20
日（
金
）▽
公
明
党
出
前
政
策
調
査
会（
能
代
市
）

22
日（
日
）▽
鷹
巣
婦
人
会
新
春
交
流
会（
中
央
公
民
館
）

23
日（
月
）▽
秋
田
県
林
業
協
会
統
合
協
議
会（
秋
田
市
）

24
日（
火
）▽
阿
仁
生
き
活
き
大
学（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

25
日（
水
）▽
秋
田
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会
議（
秋
田
市
）

26
日（
木
）▽
菅
原
直
登
氏「
群
馬
之
図
ー
倉
田
松
涛
筆
跡
ー
其
の
弐
」寄
贈（
本
庁
舎
）

27
日（
金
）▽
鷹
巣
建
設
技
能
組
合
平
成
24
年
新
年
会（
中
央
公
民
館
）

29
日（
日
）▽
第
５
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
開
会
式（
薬
師
山
ス
キ
ー
場
）

30
日（
月
）▽
北
秋
田
市
災
害
対
策
本
部
会
議（
本
庁
舎
）

31
日（
火
）▽
鷹
巣
中
学
校
田
中
一
也
教
諭
２
０
１
１
年
度
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
員

表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
災
害
対
策
本
部
会
議（
本
庁
舎
）

２
月
５
日（
日
）▽
民
主
党
県
連
と
の
雪
害
対
策
意
見
交
換・視
察（
本
庁
舎
他
）

６
日（
月
）▽
中
心
市
街
地
検
討
委
員
会
検
討
内
容
報
告（
本
庁
舎
）

▽
新
年
度
予
算
市
長
査
定
〜
９
日（
本
庁
舎
）

７
日（
火
）▽
北
秋
田
市
高
齢
者
福
祉・介
護
保
険
事
業
運
営
委
員
会
答
申（
本
庁
舎
）

８
日（
水
）▽
自
民
党
豪
雪
災
害
対
策
本
部
と
の
雪
害
対
策
意
見
交
換・視
察（
本
庁
舎
他
）

▽
平
成
23
年
度
秋
田
県
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会（
鷹
巣
阿
仁

福
祉
環
境
部
）

９
日（
木
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議・
２
月
定
例
議
会（
衛

生
セ
ン
タ
ー
）

10
日（
金
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
森
吉
庁
舎
）

11
日（
土
）▽
第
18
回
も
ち
っ
こ
市
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー（
道
の
駅
た
か
の
す
）

▽
第
34
回
北
秋
田
市「
建
国
記
念
の
日
」を
祝
う
会（
中
央
公
民
館
）

13
日（
月
）▽
教
育
講
演
会
in
北
秋
田
市（
秋
田
北
鷹
高
校
）

14
日（
火
）▽
第
49
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
入
賞
報
告（
本
庁
舎
）

15
日（
水
）▽
東
洋
精
箔
株
式
会
社
秋
田
工
場
願
満
稲
荷
祭（
同
工
場
）▽
平
成
23
年
度

第
２
回
医
師
不
足・偏
在
改
善
計
画
策
定
部
会（
秋
田
市
）

全国中学校スキー大会結果報告／合川公民館「ろばた講座」

▲地域産業資源活用事業計画の認定を報告する
篠原代表理事と鈴木プロモーター

▲全国中学校スキー大会で活躍した選手の皆
さんが大会の結果を市長に報告

▲講話する秋田内陸縦貫鉄道の酒井一郎代表
取締役社長
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▲津谷市長に受賞を報告する鷹巣中学校教諭
田中一也さん

北秋田市で初めての受賞 ●田中一也さんが文部科学大臣優秀教員表彰受賞

●「雪中稲刈り・作占い」

▲関係者が見守る中、堀内青年部長が丁寧に
稲刈り

今年は残念ながら「やや不良」 

▲白津山正法院で実施された地域住民による
初期防火訓練

地域の貴重な文化財を守ろう ●平成24年文化財防火デー想定訓練

▲手作りの餅などを買い求める人たち

手作りの餅や特産品を求め大勢の人 ●第18回鷹巣もちっこ市

●第13回大館能代空港かまくらんど

▲高さ約10メートル、長さ約30メートルの
巨大そりコースを楽しむ家族連れ

雪とふれあうイベントを楽しむ

▲元気に鬼退治など豆まき会を楽しむ米内沢
保育園の園児

「豆まき会」で元気に鬼退治 ●保育園などで節分行事
　
文
化
財
防
火
デ
ー
想
定
訓
練
が
１
月
22
日
、

市
内
各
地
区
で
行
わ
れ
、
地
区
住
民
や
消
防

機
関
な
ど
が
参
加
し
、
文
化
財
愛
護
思
想
と

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
１
月
26

日
に
、
国
宝
・
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
貴

重
な
文
化
財
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、

昭
和
30
年
に
定
め
ら
れ
、
毎
年
こ
の
日
を
中

心
に
全
国
各
地
で
防
火
訓
練
な
ど
の
文
化
財

防
火
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
で
は
こ
の
日
、
摩
当
地
区
（
八

幡
神
社
）、
鎌
沢
地
区
（
白
津
山
正
法
院
）、

米
内
沢
地
区（
米
内
沢
神
社
）、阿
仁
地
区（
善

勝
寺
）
の
旧
４
町
ご
と
に
訓
練
が
行
わ
れ
、

こ
の
う
ち
鎌
沢
地
区
で
の
訓
練
に
は
鎌
沢
自

治
会
、
市
消
防
本
部
、
市
消
防
団
合
川
第
４

分
団
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
鷹
巣
中
学
校
教
諭
の
田
中
一
也
さ
ん（
37
）

が
１
月
31
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長

に
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
員
表
彰
の
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
鷹
巣
中
学
校
で
陸
上
部
の

監
督
を
努
め
、
今
年
度
は
全
県
中
学
校
駅
伝

大
会
で
同
校
を
男
女
と
も
優
勝
に
導
き
、
全

国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
こ
れ
ま
で
の
部
活

動
を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
へ
の
指
導
が
評
価

さ
れ
、
北
秋
田
市
で
初
め
て
の
優
秀
教
員
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
「
今
ま
で
の
出
会
い
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
繋

が
っ
て
、
今
の
自
分
、
今
の
チ
ー
ム
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
忘
れ
ず
に
、
ま
た
精
一
杯
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」
な
ど
と
受
賞
の
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　
小
正
月
に
行
わ
れ
る
民
俗
行
事
「
雪
中
田

植
え
」
の
稲
刈
り
が
２
月
１
日
、
綴
子
地
内

の
大
太
鼓
の
館
前
で
行
わ
れ
、
今
年
の
稲
作

の
豊
凶
を
占
い
ま
し
た
。

　
占
い
は
、
刈
り
取
っ
た
稲
の
倒
れ
方
や
実

の
入
り
方
な
ど
で
今
年
の
作
柄
を
占
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
年
部
長
の
堀
内
英
俊
さ
ん

（
39
）が
、
農
業
関
係
者
ら
が
見
守
る
中
、
稲

の
束
を
一
株
ご
と
慎
重
に
刈
り
取
り
、Ｊ
Ａ

鷹
巣
町
稲
作
部
会
長
で
青
年
部
Ｏ
Ｂ
で
も
あ

る
篤
農
家
の
畠
山
喜
久
雄
さ
ん（
59
）に
よ
っ

て
見
立
て
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
畠
山
さ
ん
は
「
雪
の
中
に
入
っ
て
い
る
時

間
が
長
い
と
も
っ
と
曲
が
る
が
、
２
日
、
３

日
前
の
雪
で
、
雪
の
量
は
た
く
さ
ん
だ
が
今

年
は
ま
だ
雪
の
重
み
が
足
り
な
い
状
況
。
残

念
な
が
ら
や
や
不
良
」
と
占
い
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
市
内
の
各
保
育
園
、
幼
稚
園
、

神
社
で
も
恒
例
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
が
鬼
退
治
を
し
て

災
厄
を
払
い
、
一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
伝

統
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
米
内
沢
保
育
園
で
も
、
恒
例
の
「
豆
ま
き

の
会
」
が
行
わ
れ
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
園

児
た
ち
が
豆
ま
き
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
紙
芝
居
を
熱
心
に
聴
い
て
い
る
と
先
生
た

ち
が
ふ
ん
し
た
3
匹
の
鬼
が
現
れ
、
園
児
た

ち
は
新
聞
紙
で
つ
く
っ
た
豆
を
投
げ
つ
け
鬼

退
治
。
園
内
は
鬼
を
追
い
か
け
た
り
、
追
い

か
け
ら
れ
た
り
す
る
園
児
で
大
騒
動
。
最
後

に
鬼
が
退
散
し
、
先
生
が
「
み
な
さ
ん
が
退

治
し
た
の
は『
意
地
悪
鬼
』『
泣
き
虫
鬼
』『
好

き
嫌
い
鬼
』、
心
の
中
の
鬼
を
追
い
出
し
ま

し
ょ
う
」
と
園
児
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
第
18
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市
が
２
月
11
・
12

日
、
綴
子
・
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
の
特
設
テ

ン
ト
を
会
場
に
行
わ
れ
、
手
作
り
の
餅
や
各

種
特
産
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
大
勢
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
も
ち
っ
こ
市
は
北
秋
田
市
鷹
巣
物
産
協
会

（
村
井
松
悦
会
長
）が
、
米
の
消
費
拡
大
と
観

光
客
が
遠
の
く
冬
季
間
の
誘
客
を
図
ろ
う
と

開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
18
回
目
。
新

し
い
小
正
月
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
お
し
る
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
約
20
の
お
店
が
枝
餅
や
干
し

餅
、
切
餅
、
お
焼
き
、
バ
タ
ー
餅
と
い
っ
た

手
づ
く
り
の
餅
か
ら
白
菜
漬
け
や
高
菜
漬
け

な
ど
の
漬
物
類
、
肉
の
煮
込
み
な
ど
地
元
の

特
産
品
が
ズ
ラ
リ
と
並
べ
ら
れ
、
訪
れ
た
大

勢
の
人
た
ち
が
買
い
求
め
ま
し
た
。

　
第
13
回
大
館
能
代
空
港
か
ま
く
ら
ん
ど
が

２
月
12
日
、
同
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
そ

の
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
館
能
代
空
港
内

事
業
所
の
働
く
人
た
ち
で
組
織
す
る
、
大
館

能
代
空
港
「
か
ま
く
ら
を
作
る
会
」
の
主
催
。

空
港
内
の
排
雪
を
利
用
し
て
、
か
ま
く
ら
や

雪
像
、
巨
大
そ
り
コ
ー
ス
な
ど
を
作
り
、
空

港
利
用
者
や
地
域
住
民
に
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
臨
時
駐
車
場
に
は
、
高
さ
約
10
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
約
30
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
そ
り
コ
ー
ス
が

造
成
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー

ブ
で
滑
っ
た
り
、
親
子
で
そ
り
に
乗
っ
て
滑

る
な
ど
、
雪
国
な
ら
で
は
の
遊
び
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
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昨
年
末
か
ら
、
市
内
で
は
例
年
以
上

の
降
雪
に
よ
り
積
雪
が
か
さ
み
、
市
で

は
12
月
30
日
に
雪
害
に
対
す
る
災
害
対

策
警
戒
部
を
設
置
し
て
警
戒
に
あ
た
っ

て
き
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
の
早
朝
に
は
、
優
勢
な
シ

ベ
リ
ア
高
気
圧
の
影
響
で
冬
型
の
気
圧

配
置
が
強
ま
り
、
日
本
付
近
に
強
い
寒

気
が
流
れ
込
ん
だ
影
響
に
よ
り
市
内
で

も
大
量
の
降
雪
が
あ
り
、
市
内
４
ヵ
所

の
観
測
地
点
で
は
午
前
８
時
に
、
鷹
巣

１
２
１
㎝
、
米
内
沢
１
１
４
㎝
、
阿
仁

合
１
４
５
㎝
、
比
立
内
１
６
８
㎝
を
記

録
。
市
で
は
、
地
域
防
災
計
画
で
定
め

た
基
準
を
超
え
た
た
め
、
津
谷
市
長
を

本
部
長
と
し
た
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
ま
し
た
。
鷹
巣
の
観
測
地
点
で
は
、

こ
の
日
10
時
に
最
深
積
雪
が
１
３
１
㎝

と
観
測
史
上
最
高
に
達
し
、
秋
田
内
陸

線
の
運
休
、
市
内
の
幹
線
道
で
立
ち
往

生
す
る
車
が
出
る
な
ど
の
交
通
障
害
も

発
生
し
ま
し
た
。

　
災
害
対
策
本
部
で
は
、
緊
急
時
に
家

屋
に
出
入
り
で
き
る
か
な
ど
家
屋
入
口

の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
職
員
に
よ
る

市
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も

に
民
生
委
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
主
に

高
齢
者
世
帯
の
間
口
調
査
を
実
施
。
そ

の
結
果
を
受
け
、
職
員
に
よ
る
除
雪
隊

が
、
緊
急
に
50
世
帯
の
間
口
除
雪
を
行

い
ま
し
た
。

　　
こ
の
大
雪
よ
り
、
市
内
で
は
、
雪
下

ろ
し
に
よ
る
屋
根
か
ら
の
転
落
な
ど
で

重
症
者
が
４
人
、
軽
傷
者
３
人
、
除
排

雪
で
の
転
倒
な
ど
軽
傷
者
が
２
人
で
て

い
ま
す
。
建
物
被
害
で
は
、
住
宅
の
一

部
破
損
が
５
棟
、
床
下
浸
水
が
２
棟
で

発
生
。
非
住
家
で
は
全
壊
が
６
棟
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
林
・
畜
産
被
害
で
は
、
ホ

今
年
は
記
録
的
な
大
雪

今
年
は
記
録
的
な
大
雪

▲ 観測史上積雪深が最高となった鷹巣地内(1月30日）

人
や
建
物
な
ど
に
被
害

鷹
巣
地
区
で
観
測
史
上
最
高

ウ
レ
ン
草
や
椎
茸
な
ど
の
農
産
物
に
被

害
が
で
て
い
る
ほ
か
、
66
棟
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
が
倒
壊
な
ど
農
業
施
設
に
も
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
２

月
14
日
現
在
）　

　
今
後
も
除
排
雪
等
の
事
故
に
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
部
総
務
課
危
機
管
理
班

　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐
１
１
１
１

▲ 雪の重みで倒壊したパイプハウス

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

①
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

・
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
場
合
の
安
否
確
認
の

方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

・
家
族
で
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

②
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

・
家
具
や
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
固
定
し
、
転

倒
や
落
下
防
止
措
置
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

・
け
が
の
防
止
や
避
難
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
家
具

を
配
置
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
非
常
用
品
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

・
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
非
常
食
品
等
の
非
常

用
品
は
、
置
く
場
所
を
決
め
て
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

 

①
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う

・
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
の
下
や
、
物
が
「
落
ち
て
こ
な
い
」

「
倒
れ
て
こ
な
い
」「
移
動
し
て
こ
な
い
」
空
間
に
身
を

寄
せ
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
。 

・
瓦
、
窓
ガ
ラ
ス
、
看
板
な
ど
が
落
ち
て
く
る
の
で
、

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

のホームページ及び広報でお知らせします。
現在、国の基準（0.19マイクロシーベルト毎時）
を超える数値は観測されていません。

②
落
ち
つ
い
て
　
火
の
元
確
認
　
初
期
消
火

・
火
を
使
っ
て
い
る
時
は
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か

ら
、
あ
わ
て
ず
に
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。 

・
出
火
し
た
時
は
、
落
ち
つ
い
て
消
火
し
ま
し
ょ
う
。 

③
す
み
や
か
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う

・
避
難
場
所
へ
の
移
動
中
、
看
板
や
壁
な
ど
が
落
ち

て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
頭
巾
な

ど
で
頭
を
守
っ
て
避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
避
難
は
歩
い
て
行
い
、
く
れ
ぐ
れ
も
車
で
避

難
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
海
岸
近
く
に
い
る
と
き
は
、
と
に
か
く
高
台
や
高

い
建
物
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

④
近
所
と
協
力
し
助
け
合
い
ま
し
ょ
う

・
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
隣
近
所
の
人
た
ち
と

の
助
け
合
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
と
く
に
、
一
人

暮
ら
し
の
老
人
や
身
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
に
声
を

か
け
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
正
確
な
情
報
を
つ
か
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
あ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
が
流
れ
ま
す
。
携
帯
ラ
ジ
オ
や
行
政
な
ど
か
ら

の
情
報
を
基
に
し
て
、
正
確
な
情
報
を
自
ら
が
入
手

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
自
動
車
運
転
中
に
地
震
が
発
生
し
た
ら
停
車
し
ま
し
ょ
う

・
道
路
の
左
側
に
寄
せ
て
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
駐

車（
鍵
を
つ
け
た
ま
ま
、ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
な
い
）し
、

カ
ー
ラ
ジ
オ
で
地
震
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〜
北
秋
田
市
・
北
秋
田
警
察
署
〜

　市では、市内の身近な生活環境等の放射線量を把握し、
市民の安全・安心を確保するため放射線測定器による調
査を1月26日から始めました。測定の結果については市

①　市役所本庁舎前　　　　0.05　0.05　0.05　0.05
②　　〃　合川庁舎前　　　0.04　0.03　0.03　0.03
③　　〃　森吉庁舎前　　　0.05　0.04　0.04　0.04
④　　〃　阿仁庁舎前　　　0.05　0.04　0.05　0.05
⑤　クリーンリサイクルセンター前　0.06 　―　 0.06 　―
⑥　一般廃棄物最終処分場　0.03 　―　 0.03 　―
⑦　鷹巣埋立地最終処分場　0.05 　―　 0.03 　―

　
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
に
は
、
一
人
一
人
が
あ
わ
て
ず
に
適
切

な
行
動
を
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

●
　
肝
心
な
の
は
日
頃
か
ら
の
備
え

●
　
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は

観測点

鷹　巣
米内沢
阿仁合
比立内

131㎝  １月30日
123㎝  １月30日
172㎝  ２月１日
197㎝  １月31日  

18年豪雪との比較
24年18年豪雪

地　 区

鷹巣地区
森吉地区

阿仁地区

129㎝  １月４日
132㎝  １月５日
180㎝  ２月12日
240㎝  ２月13日  

【市内各観測点の最大積雪深の状況】

※18年豪雪との比較区分における24年積雪は2月3日
10時時点

平
成
18
年
以
来
の

雪
害
に
対
す
る
災
害
対
策
本
部
設
置

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

～北秋田市環境放射線量測定結果のお知らせ～

（単位:マイクロシーベルト毎時）【測定地点及び測定結果】

1月26日 2月2日 2月9日 2月16日
測定日及び結果測　定　地　点

※数値は地上高１ｍの測定値
※秋田県の通常レベルは0.022 ～ 0.086マイクロシーベルト毎時

◎お問い合わせ
　市民生活部生活課環境班　☎６２－１１１０

▲ 放射線量の測定（市役所前）
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第
５
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
１
月
29

日
、
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
、
市
内
全

域
の
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
３
０
０
人
が
参
加

し
、
大
回
転
競
技
と
距
離
競
技
で
タ
イ
ム
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
雪
国
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ス
キ
ー

の
普
及
と
市
民
の
健
康
増
進
及
び
体
力
向
上
を
目

指
し
、
地
域
住
民
の
融
和
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
と
市
体
育
協
会
が
主
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
気
温
と
雪
温
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
５

度
で
、
時
折
の
吹
雪
で
視
界
が
見
え
な
く
な
る
天

候
で
の
大
会
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
熱
い
レ
ー

ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
回
転
競
技
で
は
、
コ
ン
マ
１
秒
で
も
タ
イ
ム
を

縮
め
よ
う
と
選
手
ら
が
果
敢
に
ポ
ー
ル
を
攻
め

て
、
自
己
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
距
離
競
技
で
は
、
前
方
の
選
手
に
追
い

つ
こ
う
と
、
息
を
弾
ま
せ
て
懸
命
に
滑
る
選
手
の

姿
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
沿
い
か
ら

は
家
族
ら
が
、
選
手
た
ち
に
大
き
な
声
で
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
１
年
以
下（
０
・
５
㎞
）　
①
柴
田
昌
吾（
浦

　
田
）
２
分
10
秒
５ 

②
大
坂
陽
斗
（
鷹
巣

　
西
） 

③
小
野
寺
理
人
（
合
川
東
）

▼
２
年
（
０
・
５
㎞
）　
①
花
田
康
貴
（
鷹
巣

　
中
央
）
１
分
58
秒
４ 

②
松
岡
譲
（
合
川

　
西
） 

③
本
城
谷
優
詩
（
鷹
巣
中
央
）

▼
３
年
（
０
・
５
㎞
）　
①
内
山
兼
梧
（
綴
子

　

１
分
35
秒
３ 

②
堀
部
慈
生
（
合
川
北
） 

　
③
三
浦
彬
聖
（
鷹
巣
）

▼
４
年（
１
・
０
㎞
）　
①
安
部
優
雅（
合
川
北
）

　
５
分
24
秒
１ 

②
佐
藤
晴
世
（
鷹
巣
中
央
） 

　
③
五
代
儀
雅
妃
（
鷹
巣
）

▼
５
年
（
３
・
０
㎞
）　
①
小
谷
道
（
鷹
巣
）

　
14
分
35
秒
５ 

②
木
村
賢
太
郎
（
合
川
北
） 

　
③
相
馬
俊
輔
（
合
川
北
）

▼
６
年（
３
・
０
㎞
）　
①
高
橋
和
希（
合
川
東
）

　
12
分
58
秒
８ 

②
村
上
雄
登
（
鷹
巣
中
央
） 

　
③
明
石
琉
介
（
阿
仁
合
）

▼
リ
レ
ー
（
２
・
０
㎞
×
４
人
）　
①
鷹
巣
小

　
（
木
村
勇
磨
／
中
村
佑
太
郎
／
小
谷
道
／

　
中
嶋
駿
介
）
35
分
10
秒
６ 

②
鷹
巣
中
央

　
小 

③
合
川
北
小

▼
１
年
以
下
（
０
・
５
㎞
）　
①
木
村
慶
（
合

　
川
北
）
２
分
42
秒
３ 

②
間
嶋
春
音
（
鷹

　
巣
中
央
） 

③
柴
田
愛
桜
（
南
鷹
巣
保
育

　
園
）

▼
２
年
（
０
・
５
㎞
）　
①
近
藤
さ
く
ら
（
合

　
川
西
）
１
分
52
秒
２ 

②
山
田
智
子
（
米

　
内
沢
） 

③
中
嶋
美
那
（
鷹
巣
中
央
）

▼
３
年（
０
・５
㎞
）　
①
新
林
未
悠（
米
内
沢
）

　

１
分
47
秒
１ 

②
内
藤
涼
葉
（
鷹
巣
） 

③

　
大
野
愛
梨
（
阿
仁
合
）

▼
４
年
（
１
・
０
㎞
）　
①
柴
田
樹
（
前
田
）

　
５
分
40
秒
１ 

②
鈴
木
真
子
（
大
阿
仁
） 

　
③
高
堰
可
子
（
合
川
北
）

▼
５
年
（
２
・
０
㎞
）　
①
内
山
結
貴
（
綴
子
）

　
９
分
40
秒
７ 

②
土
田
楓
子
（
合
川
北
） 

　
③
三
浦
直
華
（
鷹
巣
）

▼
６
年（
２・
０
㎞
）　
①
平
川
優
花（
米
内
沢
）

　
９
分
33
秒
６ 

②
藤
田
正
由
加
（
綴
子
） 

　
③
伊
藤
咲
良
（
合
川
南
）

▼
リ
レ
ー
（
２
・
０
㎞
×
３
人
）　
①
米
内
沢

　
小
（
山
田
雅
子
／
岸
野
菜
夏
／
平
川
優

　
花
）
29
分
０
秒
３ 

②
綴
子
小 

③
合
川

　
北
小

▼
高
校
生
〜
30
歳
（
１
・
０
㎞
）　
①
畠
山
暑

　
志
（
綴
子
）
４
分
28
秒
５ 

②
八
幡
竹
之

　
（
鷹
巣
）

▼
31
歳
〜
40
歳
（
１
・
０
㎞
）　
①
堀
内
幸
大

　
（
綴
子
）
４
分
13
秒
７

▼
51
歳
〜
60
歳
（
１
・
０
㎞
）　
①
高
橋
冨
美

　
雄
（
綴
子
）
５
分
24
秒
２

▼
61
歳
〜
65
歳（
１
・
０
㎞
）　
①
亀
山
誠（
栄
）

　
６
分
３
秒
１

▼
66
歳
〜
70
歳
（
１
・
０
㎞
）　
①
出
川
吉
弘

　
（
綴
子
）
５
分
43
秒
５

▼
リ
レ
ー
（
１
・
０
㎞
×
５
人
）※
男
女
混
合

　
①
北
消
１
（
八
幡
竹
之
／
佐
藤
光
世
／

　
堀
内
幸
大
／
中
嶋
信
博
／
鈴
木
博
喜
）

　
②
鷹
農
Ｒ
Ｃ
Ｓ
な
で
し
こ 

③
前
田
な
な

　
か
と
ー
ズ

▼
１
年
以
下
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
３
）　
①
堀
内

　
大
輝
（
綴
子
）
51
秒
64

▼
２
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
戸
沢

　
佳
太
（
米
内
沢
）
36
秒
68 

②
山
田
彩
人

　
（
綴
子
） 

③
金
澤
寛
武
（
鷹
巣
）

▼
３
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
松
岡
虎

　
之
介
（
合
川
西
）
37
秒
55 

②
松
岡
龍
之
介

　
（
合
川
西
） 

③
岩
谷
駿
一
郎
（
綴
子
）

▼
４
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
佐
藤

　
旭（
鷹
巣
）32
秒
12 

②
大
森
開
登（
鷹
巣
） 

　
③
坂
谷
太
晟
（
鷹
巣
）

▼
５
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
斉
藤

　
歩
夢
（
鷹
巣
東
）
31
秒
41 

②
長
田
大
翔

　
（
鷹
巣
） 

③
武
田
凱
（
阿
仁
合
）

▼
６
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
鈴
木

　
悠
人（
浦
田
）30
秒
36 

②
金
貴
大（
鷹
巣
） 

　
③
金
澤
賢
侑
（
鷹
巣
）

▼
１
年
以
下
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
３
）　
①
佐
藤

　
芭
奈
（
南
鷹
巣
保
育
園
）
50
秒
27 

▼
２
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
斉
藤

　
夢
望
（
鷹
巣
東
）
35
秒
69 

②
高
橋
京
（
鷹

　
巣
西
） 

③
奈
良
田
心
（
綴
子
）

▼
３
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
田
中

　
七
奈
（
鷹
巣
）
35
秒
82 

②
石
田
華
野
（
鷹 

　
巣
） 

③
寺
田
実
生
（
鷹
巣
西
）

▼
４
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
高
橋

　
叶
（
鷹
巣
西
）
30
秒
74 

②
高
谷
萌
夏
（
鷹

　
巣
中
央
） 

③
久
保
理
咲
子
（
鷹
巣
）

▼
５
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
成
田

　
む
つ
き
（
鷹
巣
西
）
32
秒
80 

②
佐
々
木

　
芽
生
（
鷹
巣
東
）

▼
６
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
小
坂

　
栞
（
鷹
巣
東
）
31
秒
22 
②
成
田
千
佳
（
鷹

　
巣
西
） 

③
津
谷
幸
穂
（
鷹
巣
西
）

▼
高
校
生
〜
30
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
木

　
村
龍
志
（
阿
仁
）
32
秒
70 

▼
31
歳
〜
40
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
簾

　
内
伸
也
（
七
座
）
33
秒
77 

②
成
田
勝
磨

　
（
七
座
）

▼
41
歳
〜
50
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
金

　
沢
聡
（
栄
）
32
秒
39

▼
51
歳
〜
60
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
金

　
澤
聡
志
（
鷹
巣
）
37
秒
61

▼
61
歳
〜
65
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
松

　
橋
肇
（
綴
子
）
30
秒
71 

②
武
田
幹
夫
（
七

　
座
） 

③
戸
嶋
末
吉
（
坊
沢
）

▼
71
歳
以
上
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
小

　
塚
喜
三
（
沢
口
）
29
秒
81 

②
中
嶋
市
郎

　
（
沢
口
） 

③
野
呂
久
雄
（
七
座
）

▼
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）

　
①
戸
嶋
末
吉
（
坊
沢
）
33
秒
74 

②
堀
内

　
清
輝
（
綴
子
） 

③
石
上
隆
大
（
栄
）

▼
高
校
生
〜
30
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
工

　
藤
千
鶴
（
鷹
巣
）
33
秒
77 

▼
31
歳
〜
40
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
大

　
森
則
子
（
鷹
巣
）
31
秒
44 

②
斉
藤
富
美

　
子
（
栄
）

▼
51
歳
以
上
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
坂
谷

　
勝
子
（
鷹
巣
）
43
秒
57

距
離
競
技

大
回
転
競
技

第５回 北秋田市民スキー大会　 上位入賞者第５回 北秋田市民スキー大会　 上位入賞者第５回 北秋田市民スキー大会　 上位入賞者

小
学
校
男
子

小
学
校
女
子

一
般
男
子

一
般
女
子

第
５
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

第
５
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

▲距離競技、小学校６年女子の表彰式▲吹雪のなか力走する選手たち

▲大回転競技で旗門を攻める選手▲家族らからの応援を受け気迫の走りを見せる選手たち

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
レ
ー
ス
を
展
開

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
レ
ー
ス
を
展
開

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
レ
ー
ス
を
展
開

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
レ
ー
ス
を
展
開

小
学
校
男
子

小
学
校
女
子

一
般
男
子
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学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

48

　
古
河
鉱
山
発
電
所
と
し
て
鉱
山
の
照

明
・
坑
内
水
を
排
除
す
る
動
力
の
た
め
、

明
治
43
年
11
月
竣
工
、
同
月
23
日
よ
り

運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
シ
ー

メ
ン
ス
社
製
の
交
流
発
電
機
が
使
わ
れ
、

当
時
と
し
て
は
45
万
円
と
い
う
大
金
を

投
じ
て
建
設
さ
れ
、
一
般
家
庭
に
も
配

電
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
河
鉱
山
か
ら
北
海
道
電
燈
、
大
日

本
電
力
、
東
北
配
電
株
式
会
社
と
経
営

が
移
り
変
わ
り
、
昭
和
26
年
５
月
か
ら

東
北
電
力
比
立
内
発
電
所
と
し
て
営
業

さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
48
年
水
力
発
電

の
維
持
管
理
費
高
に
よ
り
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

　
発
電
所
跡
は
国
道
か
ら
近
く
、
道
路

は
よ
く
整
備
さ
れ
、
近
く
に
流
れ
る
比

立
内
川
は
清
流
で
、
新
緑
や
紅
葉
の
季

節
に
は
訪
れ
る
人
も
多
く
散
策
に
も
適

し
て
い
ま
す
。
比
立
内
地
区
の
貴
重
な

歴
史
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
発
電
の
歩
み

　
日
本
で
最
初
に
電
灯
が
つ
い
た
の
は
、

明
治
11
年
（
１
８
７
８
年
）
東
京
大
学

で
の
「
ア
ー
ク
灯
」
の
点
灯
で
す
。
秋

田
県
内
で
は
明
治
31
年
茶
屋
庫
発
電
所

（
荒
瀬
向
岱
）
が
最
初
の
発
電
所
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
33
年
の
秋
田
県
政

ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、「
さ
よ
な
ら
ラ
ン

プ
生
活
」
と
し
て
、
旧
鷹
巣
町
岩
坂
地

区
の
開
拓
地
に
電
柱
が
設
置
さ
れ
、
子

ど
も
達
が
そ
の
周
り
で
遊
ん
で
い
る
様

子
が
映
像
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
節

電
が
求
め
ら
れ
る
中
、
改
め
て
電
気
の

大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

▽
平
成
４
年
３
月
31
日
指
定
史
跡

▽
資
料
／
「
公
文
書
館
資
料
に
見
る
近

代
秋
田
の
電
気
事
業
」、「
東
北
の
電
気

物
語
」、「
阿
仁
町
史
」、「
阿
仁
の
文
化

財
そ
の
１
」

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
建
造
物
）

○「
比
立
内
発
電
所
跡
」

◇
所
在
地　
阿
仁
比
立
内
字
猿
倉
１-

23

◇
所
有
者　
北
秋
田
市

自分らしく、心をこめて
～合川公民館「絵手紙入門講座」～

　合川公民館の定期講座「絵手紙入門講座」が１
月11日、旺玄会委員で秋田美術作家協会会員の新
田チマさんを講師に始まりました。
　受講生は、消しゴムをカッターナイフで削って
自分の印鑑を作ることから始め、筆の使い方の練
習後、チューリップを青墨と顔彩で描き１枚のポ
ストカードに仕上げました。講師の新田さんは、
受講生の作品を並べ「同じものは１つも無く個性
がでていてすばらしい」と感心していました。
　受講生は「楽しく、夢中になってしまった」「こ ▲チューリップを題材に絵手紙を作った講座

の次はもっとうまく描きたい」と意欲を見せてい
ました。この講座は、３月まで行われる予定です。

地域も公民館も元気モリモリ
～高校生に学ぶ－地域・元気力・ＵＰ!研修会～

　地域の元気を公民館から!をテーマに、「高校生
に学ぶ－地域・元気力・ＵＰ!研修会」が１月22日、
交流センターで開かれ、秋田北鷹高校と能代北高
校が書道パフォーマンスを、十和田高校がボラン
ティア活動の実践発表を行いました。
　このうち、秋田北鷹高校書道部は、「東北＆秋田
を元気に！」をテーマに、縦４m、横５mの紙に
東日本大震災復興を祈念し力強い作品を書き上げ、
会場からは大きな拍手が送られました。
　午後からは、弘前大学生涯学習教育研究センター ▲作品は3月17日まで中央公民館ホールに展示中

の深作拓郎先生を講師に、参加者が高校生の地域
活動と公民館のあり方について探りました。

　 森
吉
公
民
館
公
開
講
座

申
問

森
吉
公
民
館　
☎
72-

３
２
５
９

■
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室

期
日　
３
月
６
日（
火
）〜
７
日（
水
）

時
間　
10
時
〜
15
時

場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
菅
原
知
明
氏

内
容　

２
日
間
で
浅
型
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
小

物
を
作
製
し
ま
す

持
ち
物　

昼
食
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、
洗
濯

バ
サ
ミ
20
個
、も
の
さ
し（
30
㎝
）、ハ
サ
ミ
、

目
打
ち

申
込
締
切　
３
月
５
日（
月
）

■
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

　
「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
」
教
室

日
時　
３
月
13
日（
火
）　
10
時
〜
正
午

場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
北
林
玲
子
氏

持
ち
物　
は
さ
み

材
料
代　
３
０
０
０
円

定
員　
15
人（
先
着
順
）

申
込
締
切　
３
月
９
日（
金
）

■
春
の
お
は
な
し
会

　
「
人
形
劇
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

期
日　
３
月
27
日（
火
）

時
間　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象　
幼
児
、
小
学
生
、
保
護
者

講
師　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
に
じ

い
ろ
ぱ
れ
っ
と
」

※
参
加
費
は
無
料
で
す

期
日　
３
月
13
日（
火
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師　

戸
嶋 

喬
氏（
秋
田
県
文
化
財
保
護

協
会
阿
仁
支
部
長
）

演
題　

阿
仁
歴
史
物
語「
阿
仁
鉱
山
と
阿

仁
街
道（
仮
題
）」

■
第
85
回
浜
辺
の
歌
音
楽
館
定
期
演
奏
会

　

ピ
ア
ノ
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト

に
よ
る
春
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

期
日　
３
月
24
日（
土
）

時
間　
14
時
開
演（
開
場
13
時
30
分
）

場
所　
浜
辺
の
歌
音
楽
館

入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円
、
高
校
生
以

下
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

中
央
公
民
館
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館

■
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

　
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

成
田
為
三
先
生
の
名
曲
の
ほ
か
、
秋
田

県
ゆ
か
り
の
作
品
、
そ
の
他
子
ど
も
た
ち

が
大
好
き
な
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

期
日　
３
月
24
日（
土
）

時
間　
19
時
〜
20
時
30
分

入
場
料　
無
料

チョこボラプロジェクト第5弾

　

４
月
１
日
か
ら
市
内
図
書
館
、
公
民
館
図
書

室
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
図
書
を
借
り
る
と
き
は
「
図

書
貸
出
カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
図
書

の
貸
出
冊
数
、
貸
出
期
間
が
変
わ
り
ま
す
。

　
図
書
貸
出
カ
ー
ド
は
、
鷹
巣
図
書
館
、
森
吉

図
書
館
、
合
川
公
民
館
図
書
室
、
阿
仁
公
民
館

図
書
室
の
４
館
共
通
で
使
用
で
き
ま
す
。

　
図
書
を
借
り
る
方
は
、
住
所
・
氏
名
の
確
認

で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
・

生
徒
手
帳
な
ど
）
を
ご
持
参
の
上
、
最
寄
り
の

図
書
館
・
図
書
室
で
カ
ー
ド
交
付
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
交
付
は
３
月
26
日
か
ら
開
始
）

　
ま
た
、
す
で
に
鷹
巣
図
書
館
の
貸
出
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現　
行　
　
変
更
後

■
貸
出
冊
数
・
・
・
３　
冊
↓
５　
冊

■
貸
出
期
間
・
・
・
10
日
間
↓
15
日
間　

※
貸
出
冊
数
は
４
館
合
わ
せ
て
貸
し
出
し
で
き

る
冊
数
で
す

　
映
像
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
な
ど
を
館
内
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
映
像
資
料
は
館
外
へ

の
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

映
像
資
料
の
館
内
利
用
に
つ
い
て

映
像
資
料
の
館
内
利
用
に
つ
い
て

図
書
の
貸
出
冊
数
と
貸
出
期
間
に
つ
い
て

図
書
の
貸
出
冊
数
と
貸
出
期
間
に
つ
い
て

図
書
貸
出
カ
ー
ド
に
つ
い
て

図
書
貸
出
カ
ー
ド
に
つ
い
て

第
３
回
ろ
ば
た
講
座

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78-

２
１
１
４

♪
浜
辺
の
歌
音
楽
館
コ
ン
サ
ー
ト

申
問

浜
辺
の
歌
音
楽
館　
☎
72-

３
０
１
４

▲旧比立内発電所の交流発電機
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健
康 

　
　 

健
康
推
進
課 

☎
62-

６
６
６
６

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他

小
笠
原
き
わ

武
藤
ま
り
ん

津
谷
ひ
な
た

今
野
は
る
と

成
田
ゆ
い
な

岩

谷

み

ゆ

千
葉
お
と
は

金
澤
た
け
か
ず

長
崎
み
れ
い

花
田
と
も
よ

中
嶋
あ
か
ね

髙
橋
ゆ
う
へ
い

九
嶋
ま
ど
か

大
川
き
ょ
う
す
け

辻

あ

お

ば

庄

司

か

い

長
岐
こ
う
せ
い

茂
内
た
く
み

柴
田
け
ん
た
ろ
う

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

大

畑

糠

沢

相
善
町

下
家
下

下
家
下

前

野

あ
け
ぼ
の
町

太
田
屋
敷
後

緑
ヶ
丘

あ
け
ぼ
の
町

南
鷹
巣

上

町

旭

町

相
善
町

あ
け
ぼ
の
町

南
鷹
巣

本

郷

西
上
綱

深

関

申
問

問

申問

■３月12日（月）全血 【鷹巣地区】

13:15 ～ 15:00

15:30 ～ 16:30

10:00 ～ 11:00

13:00 ～ 14:00

■３月27日（火）全血
　【阿仁・鷹巣地区】

14:30 ～ 16:30

　
市
食
生
活
推
進
協
議
会
で
は「
食
育
」

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

食
に
関
心
の
あ
る
70
歳
未
満
の
方
が
対

象
で
す
。
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集

内容　講演とコンサート
演題　「いのちを消さないで」
　～母が自殺したあの日から～
講師　シンガーソングライター
　　　埼玉精神神経センター
　　　精神科医  藤本 佳史 氏
（母の自死をきっかけに精神科医を
めざし、歌により心の葛藤を克服）
参加団体　阿仁合小学校いきい
きタイムの皆さん　ボランティ
アやまびこ、コールつくしんぼ、
新佐久さんと仲間たち

いのちのコンサートいのちのコンサートいのちのコンサートいのちのコンサートいのちのコンサートいのちのコンサート
３月１日は「秋田いのちの日」です
　市民の連携により、安心して生
活できる自殺の無い地域づくり
のために、多くの市民の参加をお
願いします。

　　健康推進課　☎62-6666

申
込
期
限　
３
月
16
日（
金
）

申
込
先　
健
康
推
進
課　
☎
62
‐６
６
６
６

※

地
区
に
よ
り
バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す

問

対象　一般市民
場所　文化会館（ファルコン）
開催日　3月11日（日）
時間　開演13:00（開場12:30）

料

料

料
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　平成24年度から、介護保険の第５期目の計画が
始まり、保険料が改正されます。
　市では24年度からの介護給付費、介護保険料の
改正に伴う説明会を次のとおり開催し、住民の皆
様のご理解を賜りたいと考えていますので、多数
の参加をお願いします。

問

時間　いずれの会場も19：00～21：00までです。
※参加については地区に関係なく、どの会場でも
参加できます

期　日
３月21日（水）
３月22日（木）
３月23日（金）
３月26日（月）

場　　　所
中央公民館
森吉コミュニティセンター
合川農村環境改善センター
阿仁山村開発センター

地　区
鷹巣地区
森吉地区
合川地区
阿仁地区

説明会の日程

　　高齢福祉課介護保険班　☎62-1112

　教育委員会では、奨学資金の貸付制度を行っ
ています。
　この制度は、学業が優秀であり、経済的理由
により就学困難な学生に対し、貸付審査会での
審査を経て学資を貸与するものです。

対　象　者　高校生・高等専門学校生・
　　　　　　短期大学生・大学生
奨学金の額　高校生・高等専門学校生　月額 20,000円
　　　　　　短期大学生・大学生　月額 35,000円
返 済 期 間　貸付期間の２倍の期間内
申 込 期 間　４月２日（月）～４月27日（金）
※申込み用紙は教育委員会総務課のほか、各総
合窓口センターに用意しています

　奨学金制度は秋田県育英会や日本学生支援機構
など、他の団体でも同様の制度がありますが、複
数の団体からの奨学金の貸与を認めないものもあ
りますのでご注意ください。
　　　教育委員会総務課　☎62-6616申問

国民年金からのお知らせ
平成24年度の保険料は14,980円

　保険料は１ヶ月14,980円、付加保険料１ヶ月400円
です。日本年金機構から送られる納付書により、金融
機関・郵便局・コンビニで納めることができるほか、
クレジットカードによる納付やインターネット等を利
用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。
　また、保険料を現金で１年分を前納しますと毎月現
金で納付するより「３,１９０円」割引されます。保険
料のお得な支払いについては最寄りの市町村役場又は
年金事務所にお問い合わせください。

会社を退職したら国民年金の手続きを
　日本国内に住所を有する20歳以上60歳未満の方は、
厚生年金や共済組合に加入している場合や、婚姻して
厚生年金や共済組合に加入中の配偶者に扶養されてい
る場合を除いて、すべて国民年金に加入することになっ
ています。会社を退職した場合、厚生年金被保険者資
格を喪失するため、国民年金第１号被保険者として加
入することになります。

被災地の被保険者のみなさまへ
■国民年金保険料の免除について
①被災に伴い住宅や家財、その他の財産について、お
おむね２分の１以上の損害を受けられた方等は、ご
本人からの申請に基づき、国民年金保険料が全額免
除になります。
②免除対象者の範囲の詳細や申請手続きについて
は、市町村又はお近くの年金事務所へお問い合わせ
ください。
免除の申請手続きは平成24年３月末日までです。
■被災により国民年金保険料の免除を申請される方へ
　国民年金保険料免除申請書に罹災証明書（写）や被
災状況届（国民年金保険料申請用）を添付していただ
きます。
記載された書類は、住所地の市町村役場又はお近く
の年金事務所へ提出ください。
　また、ご本人が提出できない場合は「委任状」が必
要となりますので、ご注意ください。
○お問い合わせは「年金ダイヤル」へ
　☎０５７０-０５-１１６５
　又はお近くの市町村役場、年金事務所へ　　市民課国保年金班　☎62-1118問

北秋田市奨学生を募集します

（高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画説明会）
介護保険地区説明会の開催について

　
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

受
験
資
格

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

の
者
で
次
に
揚
げ
る
者

▽
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
25
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者
、
並
び
に
人
事
院
が
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
も
の

【
一
次
試
験
】

日
時　
６
月
10
日（
日
）　

試
験
地　
秋
田
市
を
含
む
全
国
16
ヶ
所

申
込
用
紙
請
求
（
配
布
）
先　
全
国
の

労
働
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職
業

安
定
所
、
ま
た
は
人
事
院
地
方
事
務
局

申
込
期
間　
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉　

４

月
２
日（
月
）〜
12
日（
木
）／
〈
郵
送
〉

４
月
２
日（
月
）〜
３
日（
火
）

※
試
験
会
場
を
秋
田
市
に
希
望
す
る
場

合
、
郵
送
先
は
秋
田
労
働
局

　
　
秋
田
労
働
局
総
務
課
人
事
係

☎
０
１
８
‐
８
６
４
‐
６
６
８
１

　
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
平
成
24
年
度
春
募
集

募
集
応
募
期
間

　

４
月
１
日（
日
）〜
５
月
14
日（
月
）

応
募
資
格

【
青
年
海
外
協
力
隊
】

　
平
成
24
年
５
月
14
日
現
在
で
満
20
歳
か

ら
満
39
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

【
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

平
成
24
年
５
月
14
日
現
在
で
満
40
歳
か

ら
満
69
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

　
健
幸
体
操
教
室
Ａ

　
〜
健
康
づ
く
り
で
幸
せ
づ
く
り
〜

　
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
で
き
る
体

操
教
室
で
す
。

日
時　
３
月
13
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
鷹
巣
体
育
館

対
象　
65
歳
以
上
の
方

※
心
臓
病
等
主
治
医
か
ら
運
動
を
止
め

ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

内
容　
血
圧
測
定
等
、筋
肉
貯
筋
体
操
な
ど

持
ち
物　
内
ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費　
無
料

申
込
み　
３
月
６
日（
火
）ま
で

　
　
高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
69‐
７
０
６
１

　
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

○
総
合
職
試
験
（
院
卒
・
大
卒
程
度
）

受
付
期
間　
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉
４

月
２
日（
月
）〜
９
日（
月
）／
〈
郵
送
〉

４
月
２
日（
月
）〜
３
日（
火
）

一
次
試
験
日　

４
月
29
日（
日
）

○
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

受
付
期
間　
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉
４

月
10
日（
月
）〜
19
日（
月
）／
〈
郵
送
〉

４
月
10
日（
月
）〜
11
日（
火
）

一
次
試
験
日　
６
月
17
日（
日
）

○
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
）

受
付
期
間　
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉
６

月
26
日（
火
）〜
７
月
５
日（
木
）／
〈
郵

送
〉
７
月
２
日（
月
）〜
10
日（
火
）

一
次
試
験
日　
９
月
９
日（
日
）

　
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
２
２
‐
２
２
１‐
２
０
２
２

　

学
卒
集
中
支
援
窓
口
を
設
置

　
〜
新
規
学
卒
者
の
就
職
支
援
〜

　
秋
田
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び

県
内
各
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
今
春

卒
業
の
高
校
生
や
大
学
生
等
の
就
職
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

就
職
支
援
内
容

①
担
当
者
制
に
よ
る
就
職
相
談

②
応
募
書
類
の
作
成
指
導
、
助
言

③
面
接
対
策

④
定
期
的
な
求
人
情
報
の
提
供

⑤
個
別
求
人
開
拓

　
　
秋
田
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
１
８‐
８
８
３‐
０
０
０
７

　
新
入
社
員
研
修
会
の
開
催

　
（
事
業
所
向
け
）

日
時　
３
月
23
日（
金
）
13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
産
業
会
館

対
象　
平
成
24
年
度
入
社
予
定
の
社
員
等

定
員　
先
着
20
人

内
容　
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
（
言
葉
遣
い
、

電
話
対
応
、
来
客
対
応
な
ど
）

申
込
み　
事
業
所
で
受
講
者
を
取
り
ま

と
め
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
北
秋
田
市
商
工
会☎

62‐
１
８
５
０

お
知
ら
せ

問

問

問※
募
集
要
項
の
請
求
、
東
北
で
の
説
明

会
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
　
J
Ｉ
C
A
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

☎
０
２
２
‐
２
２
３
‐
４
７
７
２

　
講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
東
北
財
務
局
で
は
、財
政・経
済・金

融
・
国
有
財
産
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
地

域
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
や
職
場
の
研
修

会
な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
派
遣
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
講
演
料
、
交
通
費
等
の
費
用
は

一
切
不
要
で
す
。

【
お
話
で
き
る
テ
ー
マ
の
例
】

○
金
融
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

○
我
が
国
の
財
政
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方

○
最
近
の
経
済
情
勢

　
　
秋
田
財
務
事
務
所

☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
４
１
９
１

　
あ
き
た
環
境
優
良
事
業
所
認
定

　
制
度
研
修
会

　
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
そ
れ
に

配
慮
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、環
境
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時　
３
月
14
日（
水
）
13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
地
域
振
興
局

　
　
　
第
2
会
議
室

演
題　
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と

事
業
者
の
役
割
」

講
師　
秋
田
環
境
優
良
事
業
所
認
定
制
度

　
　
　
審
査
員　
工
藤 

兼
勝　
氏

　
　
環
境
あ
き
た
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎
0
1
8
‐
８
３
９
‐
８
３
０
９

問

問

問問
申
問

け
ん
こ
う
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秋
田
県
の
最
低
賃
金
は
６
４
７
円

　
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す

　
す
べ
て
の
産
業
及
び
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
「
秋
田
県
最
低
賃
金
」
は
、
平

成
23
年
10
月
30
日
か
ら
「
時
間
額
６
４

７
円
」
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
の
産
業
に
適
用
さ
れ
る

４
つ
の
「
特
定
最
低
賃
金
」
も
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
最
低
賃
金

○
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
製
業

『
時
間
額
７
７
１
円
』（
23
年
12
月
30
日
発
効
）

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
池
、
電
子
応
用
応
装
置
、
そ
の
他
の

電
気
機
械
器
具
、映
像
・
音
響
機
械
器
具
、

電
子
計
算
機
・
同
附
属
装
置
製
造
業

『
時
間
額
７
０
９
円
』（
24
年
2
月
5
日
発
効
）

○
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

『
時
間
額
７
４
４
円
』（
24
年
2
月
5
日
発
効
）

○
自
動
車
（
新
車
）、
自
動
車
部
分
品
・

附
属
品
小
売
業

『
時
間
額
７
２
８
円
』（
23
年
12
月
30
日
発
効
）

※
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
事
業

所
で
あ
っ
て
も
18
歳
未
満
、
65
歳
以
上
、

雇
入
れ
後
６
ヶ
月
未
満
で
技
能
習
得
中
、

清
掃
等
軽
易
な
業
務
に
従
事
す
る
な
ど

の
労
働
者
は
秋
田
県
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
　
秋
田
労
働
局
賃
金
室

☎
０
１
８‐

８
８
３‐

４
２
６
６

　

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

　
４
月
納
付
分
か
ら
上
が
り
ま
す

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

は
、
主
に
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
従
業

員
と
ご
家
族
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で

す
。
賃
金
の
低
下
や
医
療
費
の
増
加
に

加
え
、
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
拠
出
金

の
増
加
に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月
納
付

分
か
ら
健
康
保
険
料
率
10
・
02
％
（
23

年
度
９
・
54
％
）
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
方
に
対
す
る
介
護
保
険
料
率
は
１
・

55
％
（
23
年
度
１
・
51
％
）
に
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。

（
例
）月
収
20
万
円（
税
引
前
）の
場
合

健
康
保
険
料
は
月
額
４
８
０
円
増
、
介

護
保
険
料
は
40
円
増
に
な
り
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
事
業

主
負
担
分
も
加
わ
り
ま
す

　
　
全
国
健
康
保
険
協
会
秋
田
支
部

☎
０
１
８‐
８
８
３‐
１
８
４
１

　

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
請
求
期
限
は
、
平
成
24
年
３
月

31
日（
消
印
有
効
）ま
で
で
す
。
対
象
と

な
る
方
は
忘
れ
ず
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　
平
成
22
年
６
月
16
日
に
ご
存
命
で
日

本
国
籍
を
有
す
る
方
（
同
日
以
降
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
相
続
人
）

　
　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部

　
　
特
別
給
付
金
認
定
担
当

☎
０
５
７
０‐
０
５
９‐
２
０
４

①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2
　簡易耐火２階建２ＤＫ　　月額　10,100円～16,000円
　トイレ：汲取　給湯：無　浴槽：無
②林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1
　木造平屋１戸建３ＤＫ　月額　9,600円～18,800円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：無
③田の沢団地･･･川井字鳥屋沢40-25
　木造平屋長屋建１ＬＤＫ　月額　13,800円～27,100円
　共益費　800円　　トイレ：水洗　給湯：有　浴槽：有
④東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1
　簡易耐火２階建２ＤＫ　　月額　10,500円～20,700円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：無
⑤三両団地･･･阿仁水無字寺後1-5★
　木造平屋１戸建３ＤＫ　　月額　10,500円～20,600円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有 
⑥上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6
　木造２階建２戸建３ＬＤＫ　　月額　16,400円～32,300円
　トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有 
⑦上杉団地･･･上杉字上屋布岱61-47★
　木造平屋１戸建4ＬＤＫ　　月額　42,000円～73,000円
　トイレ：水洗　給湯：有　浴槽：有 
⑧サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51-1
　鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ
　月額　43,100円　共益費　800円
　駐車場使用料　3,000円（希望者）　〔募集戸数〕各階１戸
　　トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有
※★印の住宅は単身入居できません
【入居資格】
・収入基準を満たすこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
・公租公課を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】[第１回]３月１日（木）～８日（木）土日除く
　　　　　 [第２回]３月19日（月）～26日（月）土日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川総合窓口セ
ンター／阿仁総合窓口センター

市営住宅入居者募集

【現地案内の日時】
日時　[第１回]３月５日（月）又は６日（火）
　　　[第２回]３月21日（水）又は22日（木）
　　▽森吉地区　９:00 ～　▽阿仁地区　11:00 ～
　　▽鷹巣地区　13:30 ～　▽合川地区　15:30 ～
※ご希望の方は案内日の前日までに電話でお申し込
みいただき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越
しください。

問 都市計画課建築住宅班　☎72-5246

お
知
ら
せ

問

問

■掲載ページ・位置・バナーサイズ
　市ホームページトップページ下部
　（３段×３列＝９枠、各160×55ピクセル）
■掲載期間
　平成24年４月１日～平成25年３月31日
■募集開始
　平成24年３月５日（月）午前９時～
■掲載料
　3,000円／月（申込期間に応じ割引あり）
　※申込最少単位は３か月です。
■申込方法
　市ホームページをご覧いただき、掲載基
準等をご確認の上、メールフォームでお申
込みください。（年間枠が埋まり次第、締め
切ります）

　北秋田市では平成24年４月から市のホー
ムページに掲載する広告（バナー広告）を募集
します。

問

市ホームページバナー広告募集

　　総合政策課政策班　☎62-6606

　　商工観光課観光推進班　☎72-5243問

４

５

６

７

８
９

「前期開講式」「健康で快適な生活を続けるために」
「健康な生活を続けるための軽運動
「やさしい解説　上手に使う介護保険　地域包括支援センター」
「快適ウオーキング・心地よい散歩を体験」
「作ってみよう　折り紙　いろいろ」
「健康維持はお口のケアが大事です」
「北秋田市の草花めぐりウオーキング」
「血圧管理で健康を維持しましょう」
「脳の元気は体のげんき　脳トレからはじめましょう」
「楽しいが連発、ニュースポーツ体験」
「前期閉講式」「心の平安をもとめて　北秋田市の寺を巡る旅」

13
27
11
25
８
22
６
20
24
７
21

月 日 テーマ・内容（鷹巣会場）　　13：00～15：00

５月

６月

８月

「前期開講式」「健康で快適な生活を続けるために」
８日（合）、15日（森）、29日（阿）

12日（森）、19日（合）、26日（阿）
健康「血圧管理で健康を維持しましょう」

７月

９月
10月

祭「北秋田市の祭りを訪ねて　綴子の大太鼓」15日（合同）
７日（合）、14日（阿）、28日（森）
認知症「認知症ってどんな症状なの　予防はできるか」

趣味・鑑賞「歌いましょう　もう一度　歌いたい歌」25日（合同）
在宅福祉「北秋田市の在宅サービス」「閉講式」30日（合同）

期日及びテーマ・内容（合川・森吉・阿仁会場）13：00～15：00

講座の内容
　介護保険・美容・栄養・運動・趣味・
認知症予防など暮らしと健康・介護
予防に関することなど
対象者
　北秋田市民
募集定員
　鷹巣、合川、森吉、阿仁会場とも
先着30人
参加費
　無料（ただし、講座の内容によっ
ては材料費などの負担あり）
受講申し込み方法
　３月22日（木）までに電話で申し
込みください
お問い合わせ
　北秋田市介護予防拠点施設
　げんきワールド　☎60-1335

３月に大館能代空港便をご利用の皆さまへ
　大館能代空港便運賃助成事業の申請につい
ては、搭乗後１ヶ月以内としていますが、事
務処理の都合上、４月13日（金）までに申請
ください。
【助成内容】
片道　5,000円（小児運賃の場合は半額）
団体運賃、個人包括旅行運賃及び包括旅行
運賃　１商品あたり5,000円
申請先　大館能代空港利用促進北秋田市地区
　　　　協議会（北秋田市商工会）

問

大館能代　　羽田（東京）
10:50発 　　 12:00着
18:10発 　　 19:25着

時　　刻　　表

羽田（東京）　　大館能代  　 
 8:55発　　  10:05着
16:05発 　　 17:15着

行き

帰り

ANA788
ANA790

ANA787
ANA789

３月25日から３月25日から３月25日から
大館能代空港便の発着時間
が変わります
大館能代空港便の発着時間
が変わります
大館能代空港便の発着時間
が変わります
大館能代空港便の発着時間
が変わります

平成24年度  げんきワールド介護予防支援講座の参加者を募集します
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や
み
申
し
上
げ
ま
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お
二
人
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前
途
を

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

電話番号
62－1101
63－0105
62－7001
62－1400
62－1155
69－5300
82－2351
62－2261
62－7001
63－0515
63－2700
69－7311
60－1055
78－3161
62－1146
62－2882
63－0105
62－1101
72－4501
62－7001
62－1400
63－0515
63－2700
62－1155
62－2261
60－1055
69－7311
78－3161
63－0105
62－2882
62－1146

医 療 機 関 名
盛 岡 外 科 医 院
佐々木産婦人科医院
北 秋 田 市 民 病 院
石川耳鼻咽喉科医院
近 藤 医 院
毛利整形外科クリニック
阿 仁 診 療 所
津 谷 内 科
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
児玉内科クリニック
うえだクリニック
国民健康保険合川診療所
奈 良 医 院
藤 原 医 院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
米 内 沢 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
石川耳鼻咽喉科医院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
近 藤 医 院
津 谷 内 科
うえだクリニック
児玉内科クリニック
国民健康保険合川診療所
佐々木産婦人科医院
藤 原 医 院
奈 良 医 院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

（診療時間 18：30 ～ 21：00）

お
知
ら
せ

北秋田市民病院

▼休診日（全科）
　午後休診＝３月30日（金）
▼休診日（耳鼻咽喉科）
　休診＝３月21日（水）　
　午後休診＝３月26日（月）

◎土曜、日曜、祝祭日は全科休診です

☎62-7001

◎休診や診療変更となる場合もありますので、
　事前にご確認ください（☎は24時間受付）

100歳おめでとうございます!

成田 ミヨ さん（松葉町）　
明治４５年２月６日生まれ
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３
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62-

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館 

☎
72-

３
１
９
２

両
館
と
も（
７
、14
、18
、20
、21
、28
、31
日
）

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

☎
78-

９
２
９
０

（
３
、４
、10
、11
、17
、18
、20
、24
、25
、31
日
）

■
ひ
ま
わ
り
の
家 

☎
78-

４
０
２
５

（
５
、12
、19
、26
日
）

人口と世帯数

※１月31日現在住民基本台帳による

総人口　36,515人（54人減）
　男　　17,101人（37人減）
　女　　19,414人（17人減）
出　生　14人　転　入　28人
死　亡　53人　転　出　43人
世帯数  14,474世帯（18世帯減）

前月比

　
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
１
月
》

▽
慶
弔
費　
　
　
８
５
０
０
円（
２
件
）

▽
会　
費　
14
万
９
３
６
０
円（
25
件
）

▽
そ
の
他　
３
万
９
３
０
０
円（
６
件
）

▽
合　
計　
19
万
７
１
６
０
円（
33
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

工
事（
14
工
区
）／
６
３
０
万
円
／
㈲
千

葉
建
設
▼
河
川
災
害
復
旧
工
事（
普
通
河

川
今
泉
川
左
右
岸
）／
７
１
９
万
２
５
０

０
円
／
㈱
芳
賀
工
務
店
▼
河
川
災
害
復

旧
工
事（
普
通
河
川
今
泉
川
左
右
岸
）／

１
３
０
２
万
円
／
㈱
松
尾
土
木
▼
農
業

災
害
復
旧
工
事（
10
工
区
）／
１
３
０
７

万
２
５
０
０
円
／
㈲
長
岐
建
設
▼
河
川

災
害
復
旧
工
事（
普
通
河
川
今
泉
川
右

岸
）／
１
５
２
６
万
７
０
０
０
円
／
㈱
津

谷
組
▼
河
川
災
害
復
旧
工
事（
普
通
河
川

真
木
屋
川
左
右
岸
）／
１
３
１
２
万
５
０

０
０
円
／
朝
日
建
設
㈱
▼
農
業
災
害
復

旧
工
事（
１
工
区
）／
３
７
６
９
万
５
０

０
０
円
／
朝
日
建
設
㈱
▼
農
業
災
害
復

旧
工
事（
13
工
区
）／
１
５
２
７
万
７
５

０
０
円
／
㈲
丸
栄
建
設
▼
農
業
災
害
復

旧
工
事（
22
工
区
）／
１
７
３
２
万
５
０

０
０
円
／
秋
田
機
械
建
設
㈱

（

問
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　市では３月末から４月初めの転出・転入者
が多くなる時期に「繁忙期で会社を休めない」
「通常の勤務時間内に来庁できない」という方
のために、土曜日と日曜日に臨時窓口を開設
しますので、ご利用ください

（問）合川公民館  ☎78-2114

時間：１８時４５分頃～１９時３０分頃

場所：小阿仁川流域

★

★

★
★

★

★

★

★
★

（県道鷹巣川井堂川線）

※それぞれの場所で時間は異なります

県道
鷹巣川井堂川線

３月20日（火）

市民窓口を土日開設します

開設期日　３月24日（土）、３月25日（日）
［６日間］　３月31日（土）、４月１日（日）
　　　　　４月７日（土）、４月８日（日）
開設時間　午前８時30分から午後５時15分まで
場　　所　北秋田市役所１階　市民課窓口
　　　　　※本庁舎のみの開設となります
取扱業務　転出・転入届／住民票や印鑑証明書の発行
　　　　　戸籍等の届出・発行等／税証明の発行

※県や学校などの関係機関への確認が必要な事
務等については、取扱いできない場合もありま
すので、事前に担当課に連絡し、当日対応でき
るか確認願います

（問い合わせ）
市民課市民班
☎６２-１１１４

平成23年度北秋田市文化会館自主事業

全席自由

（☎６２－３３１１）

編
集・発
行
／
北
秋
田
市
総
務
部
総
合
政
策
課　
〒
０
１
８-

３
３
９
２　
秋
田
県
北
秋
田
市
花
園
町
19 
番
１
号　
☎
０
１
８
６-

62-

１
１
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
６-
63-
２
５
８
６　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http
://w

w
w

.city.kitaakita.akita.jp
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